
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

９
月
に
入
り
、

東
電
を
利
用
し
て

い
る
家
庭
の
電
気

代
が
平
均
８
・
４

７
％
値
上
が
り
し

   （１） 

 

 

時
間
が
遅
く
な
り
超
勤
に
な
る
。

費
用
対
効
果
で
は
赤
字
に
な
る
」

と
追
及
し
ま
し
た
。
支
社
は
、「
郵

便
物
数
の
減
少
、
基
本
は
自
分
で

組
立
て
自
分
で
配
る
。
品
質
管
理

も
保
た
れ
る
」
と
回
答
し
ま
し

た
。
組
合
は
、
「
ゆ
う
メ
イ
ト
で

も
品
質
は
充
分
保
た
れ
る
。
す
べ

て
を
自
分
で
や
る
の
は
困
難
で

あ
る
」
ま
た
、
「
通
念
的
な
超
勤

は
要
員
不
足
で
あ
り
、
増
員
が
必

要
」
と
求
め
た
こ
と
に
、
支
社
は

「
支
店
か
ら
も
挙
げ
て
欲
し
い
。

支
社
が
支
店
に
出
向
い
て
調
査

を
し
て
い
る
」
と
回
答
し
ま
し

た
。 交

通
事
故
に
関
し
て
は
、
目
黒

支
店
の
例
を
挙
げ
、
「
一
方
通
行

逆
走
」
を
し
た
社
員
に
対
し
、「
７

日
の
停
職
は
処
分
が
重
す
ぎ
る
」

と
の
抗
議
に
支
社
は
「
規
則
に
則

っ
て
行
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
ま

し
た
。 

３
６
協
定
違
反
問
題
で
は
、

代
々
木
支
店
の
例
を
挙
げ
、
協
定

違
反
を
起
こ
し
た
背
景
に
「
組
合

の
『
３
６
協
定
を
超
え
る
人
が
出

る
恐
れ
が
あ
る
』
と
の
指
摘
を
聴

か
ず
、
上
に
も
挙
げ
な
い
」
支
店

の
体
質
が
り
、
そ
の
対
策
を
問
う

と
、
「
勤
務
時
間
を
守
る
よ
う
、

社
員
と
対
話
を
し
て
い
る
」
と
回

答
し
ま
し
た
。 

社
員
登
用
問
題
で
、
「
時
給
制

及
び
短
時
間
契
約
社
員
か
ら
の

正
社
員
登
用
の
道
を
見
合
わ
せ

る
の
は
社
員
登
用
の
後
退
だ
。

『
将
来
希
望
を
持
っ
て
働
け
る

環
境
を
作
る
こ
と
が
、
私
の
責

務
』
と
の
斉
藤
社
長
の
国
会
答
弁

に
反
し
て
い
る
。
仕
事
に
誇
り
を

持
ち
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
一
生

涯
郵
政
で
働
こ
う
と
し
て
い
る

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
下

げ
る
こ
と
は
撤
回
せ
よ
」
と
強
く

求
め
ま
し
た
。 

営
業
問
題
で
は
、
「
発
売
日
に

金
券
シ
ョ
ツ
プ
で
５
０
円
以
下

で
売
ら
れ
て
い
る
。
職
員
が
持
ち

込
ん
だ
と
し
か
思
え
な
い
。
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
と
の
認
識

は
あ
る
か
」
と
問
う
と
、
支
社
は
、

「
持
ち
込
み
の
実
態
は
認
識
し

て
い
る
。
誰
が
や
っ
て
い
る
か
調

査
は
本
社
が
し
て
い
る
が
つ
か

め
な
い
」
と
回
答
。
ま
た
、
組
合

は
、
「
精
神
疾
患
で
休
ん
で
い
た

人
に
も
同
じ
よ
う
に
目
標
設
定

し
て
い
る
。
（
裏
面
に
つ
づ
く
） 

「
新
人
事
・
給
与
制
度
」
問
題

で
は
、
「
労
働
者
間
の
競
争
で
格

差
を
生
み
、
退
職
金
ま
で
影
響
す

る
。
生
活
設
計
も
立
て
ら
れ
な

い
。
労
働
者
の
共
助
共
援
な
ど
で

き
な
く
な
る
」
と
見
直
し
を
強
く

求
め
ま
し
た
。 

要
員
問
題
で
は
、
組
立
ゆ
う
メ

イ
ト
の
廃
止
に
つ
い
て
、
「
ゆ
う

メ
イ
ト
が
い
な
く
な
れ
ば
、
そ
の

分
を
社
員
が
組
め
ば
配
達
出
発
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   ２０１２年１０月１日（月） 第２号 

９
月
１
３
日
、
大
会
要
求
で
支
社
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
冒
頭
、
鵜
島
委
員
長
は
、
「
行

き
過
ぎ
た
営
業
問
題
、
６
５
歳
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
労
働
力
不
足
、
超
勤
過
多
に
よ
る
３

６
協
定
違
反
、
心
の
病
が
増
え
て
い
る
実
態
、
交
通
事
故
の
増
加
、
郵
便
物
の
隠
匿
も
数
多

く
発
生
し
て
い
る
」
と
職
場
実
態
を
指
摘
し
「
心
と
身
体
に
ゆ
と
り
あ
る
職
場
作
り
を
求
め

て
い
き
た
い
」
と
支
社
の
誠
意
あ
る
対
応
を
求
め
ま
し
た
。 

 

ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の
値
上
げ
は
、

今
後
の
電
気
代
の
大
幅
な
値
上
が

り
の
始
ま
り
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
、
今
後
、
膨
大
に
か
か
る
原
発

の
賠
償
金
や
廃
炉
の
費
用
は
こ
こ

に
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
▼

社
会
保
険
料
も
、
こ
の
先
ま
だ
ま
だ

値
上
が
り
し
続
け
そ
う
。
９
月
に
厚

生
年
金
保
険
料
が
上
が
り
ま
し
た
。

（
１
０
月
徴
収
分
か
ら
）
年
金
保
険

料
は
、
毎
年
０
・
３
５
４
％
ず
つ
２

０
１
７
年
ま
で
上
が
り
続
け
ま
す

▼
さ
ら
に
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
が

決
ま
り
、
２
０
１
４
年
４
月
に
は

８
％
、
１
５
年
１
０
月
に
は
１
０
％

に
な
り
ま
す
。
大
和
総
研
の
試
算
で

は
消
費
増
税
や
子
供
手
当
て
の
減

額
、
厚
生
年
金
保
険
料
の
引
き
上
げ

な
ど
で
２
０
１
６
年
に
は
１
１
年

比
で
負
担
が
約
３
３
万
円
も
増
え

る
と
い
う
。
（
４
人
家
族
・
年
収
５

０
０
万
円
）
年
収
３
０
０
万
円
で
も

約
２
５
万
円
、
８
０
０
万
円
だ
と
約

４
３
万
円
の
負
担
増
だ
▼
そ
し
て
、

上
が
ら
な
い
の
は
給
料
だ
け
、
そ
れ

ど
こ
ら
か
ボ
ー
ナ
ス
も
減
額
だ
。
こ

こ
ま
で
日
本
を
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
に

し
た
政
治
を
絶
対
に
許
し
て
は
な

ら
な
い
。 

（
広
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郵
政
の
職
場
で
働
く
時
給
制

契
約
社
員
な
ど
の
非
正
規
労
働

者
の
賃
金
に
大
き
く
影
響
す
る

２
０
１
２
年
度
の
全
国
の
最
低

賃
金
の
改
定
額
が
ほ
ぼ
確
定
し

ま
し
た
。
東
京
に
お
け
る
地
域

別
最
賃
は
昨
年
度
よ
り
１
３
円

引
き
上
げ
ら
れ
、
８
５
０
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
改
定
額
が

１
０
月
１
日
か
ら
非
正
規
労
働

者
の
賃
金
に
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

東
京
の
事
業
会
社
で
は
外
務

で
は
８
５
０
円
（
地
域
最
賃
額
）

＋
２
０
円
＋
１
３
０
円
＝
１
０

０
０
円
が
基
本
給
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
の
採
用
時
の
基
本
給
と

同
額
の
た
め
時
給
ア
ッ
プ
と
は

な
り
ま
せ
ん
が
、
内
務
は
８
７

０
円
と
な
り
、
１
０
円
の
時
給

ア
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。
ち
な
み

に
非
正
規
労
働
者
の
基
本
賃
金

は
こ
の
基
本
給
と
加
算
給
（
基

礎
評
価
給
＋
資
格
給
）
の
合
計

額
に
な
り
ま
す
。
普
通
に
働
い

た
ら
生
活
で
き
る
賃
金
を
求
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

い
う
罰
則
が
あ
り
ま
す
。 

休
憩
時
間
４
５
分
の
前
後
１

５
分
が
休
息
で
す
が
、
休
息
時

間
は
取
得
出
来
な
い
場
合
、
繰

り
越
さ
れ
な
い
と
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
休
息
時
間
が
設
け

ら
れ
て
い
る
趣
旨
か
ら
し
て
も

「
状
態
的
に
取
得
で
き
な
い
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
の

は
当
然
の
こ
と
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
職
場
に
は

様
々
な
「
働
く
ル
ー
ル
」
が
あ

り
ま
す
。
管
理
者
も
私
た
ち
働

く
者
も
、
キ
チ
ン
と
ル
ー
ル
を

守
っ
て
こ
そ
、
会
社
と
し
て
の

組
織
が
あ
る
は
ず
で
す
。 

 

こ
の
前
、
集
配
課
の
管
理
者

が
「
昼
休
み
は
４
５
分
間
休
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
周
知
し
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
会
社
に
は
「
服
務
表
」

と
い
う
規
定
が
あ
る
の
を
知
っ

て
い
ま
す
か
。 

例
え
ば
、
期
間
雇
用
社
員
の

服
務
表
で
、
勤
務
の
種
類
が
「
日

５
」
と
指
定
さ
れ
た
場
合
、
始
終

時
刻
は
午
前
８
時
か
ら
午
後
４

時
４
５
分
ま
で
で
す
。
休
憩
時
間

は
午
後
０
時
３
０
分
か
ら
４
５

分
間
で
、
午
後
０
時
１
５
分
か

ら
１
５
分
間
、
午
後
１
時
１
５

分
か
ら
１
５
分
間
が
休
息
時
間

で
す
。 

０
時
３
０
か
ら
の
４
５
分
間

は
、
労
働
基
準
法
第
３
４
条
に

定
め
ら
れ
て
お
り
「
与
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
時
間
で
す
。

休
憩
時
間
を
与
え
な
い
場
合
は

労
基
法
１
１
９
条
に
よ
り
「
六

箇
月
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
」
と

（
一
面
の
つ
づ
き
） 

少
し
は
、
配
意
し
た
ら
ど
う
か
」

と
追
及
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、「
私
の
お
客
様
１
０

０
」
と
い
う
施
策
に
対
し
質
問

し
ま
し
た
。「
エ
リ
ア
だ
け
で
な

く
、
友
人
、
知
人
、
親
戚
も
含

ま
れ
る
と
あ
る
が
こ
の
情
報
を

誰
が
管
理
す
る
の
か
」
ま
た
、

「
友
人
、
知
人
等
の
営
業
は
勤

務
時
間
外
に
な
る
。
時
間
外
営

業
を
さ
せ
る
の
か
、
賃
金
措
置

を
す
る
の
か
」
と
問
う
と
、
支

社
は
、
「
時
間
外
営
業
で
賃
金

措
置
を
す
る
か
し
な
い
か
は

管
理
者
が
業
務
命
令
を
し
た

か
ど
う
か
で
判
断
す
る
」
と
回

答
。
こ
の
問
題
は
、
年
繁
要
求

交
渉
で
引
き
続
き
お
こ
な
い

ま
す
。 

新
支
部
結
成
時
の
組
合
事
務

室
、
掲
示
板
設
置
に
つ
い
て
支

社
は
、「
基
本
は
、
１
支
部
１
事

務
所
１
掲
示
板
」
を
貸
与
す
る

こ
と
で
あ
る
が
、
社
屋
管
理
者

の
勘
案
も
あ
る
」
と
回
答
し
ま

し
た
。 

（
詳
し
く
は
交
渉
ニ
ュ
ー
ス
を

ご
覧
下
さ
い
） 

 

（２） 
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当
面
の
行
動
日
程 

 

１
０
月
３
日
（
水
） 

 
 

第
５
回
地
本
執
行
委
員
会 

 

１
０
月
１
０
日
（
水
） 

 
 

第
１
回
支
部
長
書
記
長
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議 

 

１
０
月
２
８
日
（
日
） 

 
 

東
京
労
連
大
会 

 

１
０
月
１
日
～ 

１
１
月
２
０
日 

 
 

秋
の
総
対
話
月
間 

 

１
１
月
１
１
日
（
日
） 

 
 

秋
の
大
学
習
会 

  
 
 
 

新木場駅からバス １番乗り場・都バス 11 系統 

終点「若洲キャンプ場前」下車 

バス時刻表は 9:16  9:35  10:41    

11:33  12:17 と少ないです。 

 

 

 

日時・・１１月１１日（日） 

場所・・北区立・田端区民

センター 

時間・・13:00～ 


